合志市建設工事前金払等取扱要領
（趣旨）
第１条　この要領は、市が発注する建設工事において、合志市会計規則（平成１８年合志市規則第３８号）第４４条及び合志市公共工事請負契約約款（平成１８年合志市告示第９２号）第３４条に定める前金払について、適正かつ円滑な履行を確保するため、前金払の対象となる工事及び金額の範囲等に関し、必要な事項を定めることを目的とする。
（前金払）
第２条　前金払及び中間前金払（以下「前金払等」という。）は、受注者が公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和２７年法律第１８４号。）第２条第４項で定める保証事業会社と契約書記載の工事完成時期を保証期限とする同法第２条第５項に定める保証契約を締結し、その保証証書を寄託した場合に限り、支払うことができるものとする。
（対象）
第３条　前金払の対象は、１件の予定価格が１３０万円以上の工事とする。
２　中間前金払の対象は、工期が９０日を越える工事で、前項で定める前金払を支払っ
た後、以下の要件全てに該当の建設工事とする。
(１) 契約工期の２分の１を経過していること。
（２）工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る作業が行われていること。
（３）既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当するものであること。
３　前金払等の使途の範囲は、地方自治法施行規則（昭和２２年内務省令第２９号）附則第３条に規定する経費に限るものとする。
（前金払等の割合）
第４条　前条第１項に定める前金払の支払額は、請負金額の１０分の４以内の額とする。
２　前条第２項に定める中間前金払の支払額は、請負金額の１０分の２以内の額とする。
３　中間前金払を支出した後の前金払の合計は、契約金額の１０分の６を超えてはならない。

４　継続費または債務負担行為に係る契約で、その履行が数年度にわたるものに係る前金払等については、所属年度の年度割金額及び工事期間を基礎として、前条第１項または第２項に規定する対象範囲の該当の有無を判断する。
５　前項の定めにより該当すると判断したものの支払額は、年度割金額を基礎として計算し支払うものとする。
（請求及び認定）
第５条　前金払の請求は、工事請負契約締結後に建設工事前金払等請求書（様式第１号）に前払法第２条第４項に定める保証事業会社の発行した前払金に係る保証証書を事業担当課に提出の上、行わなければならない。
２　中間前金払の請求をしようとするときは、受注者はあらかじめ中間前金払認定申請書（様式第２号）に工事履行報告書（様式第３号）を添付し、事業担当課に提出するものとし、市長の認定を受けなければならない。この場合において、事業担当課は受注者から当該認定の申請があったときには原則として７日以内に審査を行い、妥当と認めたときは中間前金払認定調書（様式第４号）を作成し、速やかに受注者に通知しなければならない。中間前金払の認定を受けた受注者は、同条第１項に係る事務手続きにより、中間前金払の請求を行うものとする。
３　前金払の請求があったときは、その日から起算して１４日以内に支払わなければならない。
（保証証書の保管）
第６条　寄託された保証証書の原本は支出命令書とともに会計管理者が保管し、保証証書の副本は事業担当課が保管することとする。
附　則
この要領は、平成２４年４月１日から施行する。
様式第１号
建設工事前金払等請求書

	1
	前金払
中間前金払
	￥　　　　　　　　　　　　　　　円

（ただし請負金額の4割・2割以内）

	2
	請負金額
	￥　　　　　　　　　　　円

	3
	工事番号

工事名
	第　　号

工事

	4
	契約年月日

工事場所
	　　年　　月　　日　

熊本県合志市　　　　　地内

	5
	工事期間
	　　年　　月　　日から

　　年　　月　　日まで

	6
	保証証書番号
	保証証書別紙のとおり

	7
	受領の方法
	口座振替
	銀行

金庫
	支店　　普・当

	
	
	　　№　　　　　　　　　名義

	8
	添付書類
	保証証書


　　上記の前金払・中間前金払を請求いたします。

　　　　　　年　　月　　日

受注者　　　　
住　　　　所

商号又は名称　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　印

（あて先）合志市長
様式第２号

中間前金払認定申請書
	1
	工事番号

工事名
	第　　号

工事

	2
	請負金額
	￥　　　　　　　　　　　円

	3
	契約年月日

工事場所
	　　年　　月　　日　

合志市　　　　　　　地内

	4
	工事期間
	　　年　　月　　日から

　　年　　月　　日まで　　　　　　　　　


　上記の工事について、中間前金払に係る認定を請求します。

　　　　　　年　　月　　日

　　受注者　　　　

住　　　　所

商号又は名称　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　　印

　　　

（あて先）合志市長　　

様式第３号

工事履行報告書（中間前金払用）
	工事番号

工事名
	第　　号

工事

	請負金額
	￥　　　　　　　　　　　円

	工事期間
	　　年　　月　　日から

　　年　　月　　日まで　　　　

	月　別
	予定工程％

（　）は工程変更後
	実施工程％
	備考

	　　　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	　年　　月
	
	
	

	（記事欄）


様式第４号

中間前金払認定調書

　　年　　月　　日

様　

合志市長　　　　　
　下記の工事について、その進捗を審査したところ、中間前金払を請求することができる要件を具備していることを認定する。

記
	1
	工事番号

工事名
	第　　号

工事

	2
	請負金額
	￥　　　　　　　　　　　円

	3
	契約年月日

工事場所
	　　年　　月　　日　

合志市　　　　　　　地内

	4
	工事期間
	　　年　　月　　日から

　　年　　月　　日まで　　　　　　　　　

	5
	確認書類
	工事履行報告書


